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一　

は
じ
め
に

　

わ
が
国
に
は
膨
大
な
家
計
金
融
資
産
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
過
半
は
現
預
金
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
は
低
い
状
況
に
あ
る
。
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
老
後
の
資
金
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
ま
た
、

勤
労
層
の
資
産
形
成
を
い
か
に
行
っ
て
い
く
か
は
、
今

日
の
わ
が
国
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

蓄
積
さ
れ
た
国
民
の
富
（
金
融
資
産
）
を
安
定
的
に

増
大
さ
せ
る
資
金
の
流
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
家

計
の
金
融
資
産
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
家
計
と
金
融
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る

総
合
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
情
報
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
わ
が
国
の
市
場
、

取
引
所
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
起
こ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
取
引
シ
ス
テ
ム
の
高

度
化
が
進
む
中
で
金
融
・
資
本
市
場
に
お
け
る
高
速
取

引
の
影
響
力
が
増
大
し
て
い
る
ほ
か
、
仮
想
通
貨
を
用

い
た
資
金
調
達
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化

に
伴
う
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
も
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
六
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
七

─

Society5.0

の
実

現
に
向
け
た
改
革

─
」
に
お
い
て
は
、「
活
力
あ
る
金

融
・
資
本
市
場
の
実
現
を
通
じ
た
円
滑
な
資
金
供
給
の

促
進
」
と
い
う
政
策
目
標
の
下
、
家
計
の
安
定
的
な
資

産
形
成
の
促
進
、
少
額
か
ら
の
長
期
・
積
立
・
分
散
投

資
を
通
じ
た
資
産
形
成
の
普
及
、
高
速
取
引
へ
の
対
応

を
は
じ
め
と
し
た
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
・
安
定
性

を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備
の
推
進
等
が
主
要
な
課

題
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
金
融
庁
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策
の
実
行
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
前
記
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
金
融
・

資
本
市
場
を
め
ぐ
る
金
融
庁
の
取
組
み
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個

人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
。

二　

家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
の
実
現
に
向

け
て

１　

現
状
と
課
題

　

わ
が
国
に
は
一
、
八
〇
〇
兆
円
を
超
え
る
家
計
金
融

資
産
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
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進
展
に
直
面
す
る
わ
が
国
経
済
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の

金
融
資
産
を
有
効
に
活
用
し
て
家
計
が
安
定
的
に
資
産

形
成
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
家
計
金
融
資
産
は
そ
の

過
半
を
占
め
る
九
〇
〇
兆
円
以
上
が
現
預
金
で
あ
り
、

米
英
と
比
べ
株
式
・
投
資
信
託
等
の
割
合
は
低
く
、
家

計
金
融
資
産
全
体
の
伸
び
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
家
計
金
融
資
産
が
こ
れ
ま
で
有
効
に
運
用
・
活

用
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
い
。
二
〇
一
六
年
の
一
年

間
に
お
い
て
わ
が
国
の
家
計
金
融
資
産
は
三
一
兆
円
増

加
し
て
一
、
八
一
五
兆
円
と
な
っ
た
が
、
同
じ
年
に
米

国
で
は
四
七
四
兆
円
増
加
、
英
国
で
は
七
〇
兆
円
増
加

し
て
い
る
（
図
表
１
①
②
参
照
）。

　

こ
う
し
た
背
景
と
し
て
、
日
本
で
は
「
投
資
の
成
功

体
験
」
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
金
融
事
業
者
が
目
先
の
利
益

を
重
視
す
る
あ
ま
り
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
を
十
分
に

構
築
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
長
期
・
積

立
・
分
散
投
資
の
よ
う
な
基
礎
的
な
投
資
知
識
が
家
計

に
広
く
普
及
し
て
い
た
の
か
、
な
ど
の
点
に
つ
い
て

も
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
状
況
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
は
現
在
、
家
計

の
安
定
的
な
資
産
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、「
金
融
事

業
者
に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
確
立
と
定
着
」、

「
家
計
に
お
け
る
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
の
推
進
」、

「
退
職
世
代
等
に
対
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の

検
討
」
な
ど
に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

２　

金
融
事
業
者
に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の

確
立
と
定
着

　

家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
金

融
商
品
の
販
売
、
助
言
、
商
品
開
発
、
資
産
管
理
、
運

用
等
を
行
う
す
べ
て
の
金
融
機
関
等
（
以
下
「
金
融
事

業
者
」
と
い
う
）
が
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー

〔図表１①〕　家計金融資産の日米比較
日本 米国

残高

2016年
（Ａ） 1,815兆円 8,821兆円

1995年
（Ｂ） 1,182兆円 2,343兆円

増加率
（Ａ／Ｂ） 1.54倍 3.32倍

運用リターンによる残高の
増加率（1995年比） 1.20倍 2.45倍

現預金の割合 51.7％ 13.7％
株・投資信託の割合
（うち年金・保険等を通じ
た間接保有分）

18.6％
（3.7％）

46.2％
（16.1％）

家計所得のうちの勤労所得
と財産所得の比（2015年） ８：１ ３：１

（注１）　特に記載のない部分につき，数値は2016年末時点。
（注２）�　右の為替レートを使用（1995年末：１ドル＝102.9円，2016

年末：１ドル＝116.9円）。
（注３）　米国の残高増加率は，ドル建の数値で算出。
（注４）�　勤労所得は賃金・俸給（個人事業主が受け取る報酬は含まな

い）。
　　　�　財産所得は金融資産による所得（利子・配当・その他の投資

所得）＋不動産賃貸料（金融資産や不動産の譲渡益・含み益は
含まない）。

（資料）�　日本銀行，FRB，Bureau of Economic Analysis，内閣府より，
金融庁作成。

〔図表１②〕�　2016年中の家計金融資産の伸びとその要
因分解

（注）�　2015年末から2016年末にかけての現地通貨建の家計金融資産の
伸びを，2016年末の為替レート（１ドル＝116.9円，１ポンド＝
144.2円）で円換算。

（資料）　日本銀行，FRB，BOEより，金融庁作成。
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ン
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
顧
客
本
位

の
業
務
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
、
金
融
審
議
会
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ･

グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
は
、
昨
年
三
月
に「
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」（
以
下
「
原
則
」

と
い
う
）
を
策
定
し
た
。

　
「
原
則
」
は
、
金
融
事
業
者
が
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

に
係
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
目
指
す
上
で
有
用

と
考
え
ら
れ
る
原
則
を
規
定
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
七
つ
の
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図
表
２
参

照
）。

　

金
融
事
業
者
が
「
原
則
」
を
採
択
す
る
場
合
に
は
、

原
則
一
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
方
針
の
策

定
・
公
表
等
」
に
従
っ
て
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
を

実
現
す
る
た
め
の
明
確
な
方
針
を
策
定
・
公
表
し
た
上

で
、
当
該
方
針
に
係
る
取
組
状
況
を
定
期
的
に
公
表
す

る
と
と
も
に
、
当
該
方
針
を
定
期
的
に
見
直
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
原
則
二
「
顧
客
の
最
善
の
利
益
の
追
求
」

で
は
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
と
は
何
か
を
端
的
に
表

し
た
上
で
、
原
則
三
〜
原
則
六
で
、「
顧
客
の
最
善
の
利

益
の
追
求
」
の
構
成
要
素
と
し
て
重
要
な
も
の
、
す
な

わ
ち
、
利
益
相
反
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と（
原
則
三
）、

手
数
料
等
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
に
関
す
る

も
の
か
等
を
明
確
に
す
る
こ
と
（
原
則
四
）、
そ
の
他
の

重
要
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
（
原
則

五
）、
顧
客
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
（
原
則
六
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
金
融
事
業
者
は

前
記
の
原
則
二
〜
六
に
示
さ
れ
た
事
項
を
促
進
す
る
よ

う
、
報
酬
・
業
績
評
価
体
系
の
整
備
や
従
業
員
の
教
育

等
を
適
切
に
行
う
こ
と
（
原
則
七
）
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

昨
年
九
月
末
現
在
、
七
三
六
の
金
融
事
業
者
が
「
原

則
」
を
採
択
し
て
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
向
け
た

取
組
方
針
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
者
の
中
に

は
、
た
と
え
ば
、
都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
等
、
生
命
保

険
会
社
、
大
手
・
準
大
手
証
券
会
社
の
す
べ
て
が
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
業
種
で
も
採
択
事
業
者
の
数

は
増
え
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
融
庁
は
、
昨
年
三
月
に
「
原
則
」
と
併
せ

て
、
そ
の
定
着
に
向
け
た
取
組
み
の
方
針
も
公
表
し

た
。
そ
の
中
で
は
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
定
着
度

合
い
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
「
見
え
る
化
」
す

る
た
め
、
金
融
事
業
者
が
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
向

け
た
各
々
の
取
組
方
針
を
策
定
・
公
表
す
る
際
に
は
、

具
体
的
な
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
：K

ey Perform
ance 

Indicators

）
を
盛
り
込
む
こ
と
が
有
効
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　

昨
年
九
月
末
現
在
、
一
〇
〇
を
超
え
る
数
の
金
融
事

業
者
が
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、

た
と
え
ば
投
資
信
託
に
お
け
る
長
期
・
積
立
・
分
散
投

資
の
状
況
を
示
す
数
量
指
標
な
ど
、
そ
の
事
業
者
が
目

指
す
販
売
等
の
方
向
を
相
当
程
度
端
的
に
示
す
と
考
え

ら
れ
る
好
事
例
も
み
ら
れ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く
の

数
の
金
融
事
業
者
に
お
い
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
公
表
が
進
む
と

と
も
に
、
自
社
の
事
業
状
況
を
踏
ま
え
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
内

容
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

昨
年
一
一
月
に
公
表
し
た
「
金
融
行
政
方
針
」
に
も

あ
る
よ
う
に
、
金
融
事
業
者
に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務

運
営
の
確
立
・
定
着
に
向
け
て
、
金
融
機
関
の
取
組
み

の
「
見
え
る
化
」
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
民
間
の
第
三
者
的
な
主
体
に
よ
る
金
融
機
関

の
取
組
み
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、

金
融
商
品
に
関
す
る
指
標
が
開
発
・
公
表
さ
れ
る
と
い

う
形
で
、
金
融
事
業
者
の
業
務
運
営
に
係
る
評
価
指
標

の
開
発
・
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
第
三

者
評
価
が
、
客
観
性
・
中
立
性
を
確
保
す
る
形
で
行
わ

〔図表２〕�　「顧客本位の業務運営に関する原則」（平成29
年３月30日公表）の概要

1. 顧客本位の業務運営に関する方針の策定・公表等

2. 顧客の最善の利益の追求

4. 手数料等の明確化
3. 利益相反の
適切な管理

6. 顧客にふさわしい
サービスの提供5. 重要な情報の

分かりやすい提供

7. 従業員に対する適切な動機づけの枠組み等
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れ
て
い
く
よ
う
、
民
間
の
取
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ

て
、
金
融
機
関
の
取
組
方
針
が
真
に
顧
客
本
位
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
通
じ
て
、
金
融
機
関
が
顧
客
に
対
し
て
長
期
的
に

リ
ス
ク
・
手
数
料
等
に
見
合
っ
た
リ
タ
ー
ン
を
提
供
し

て
い
る
か
な
ど
を
示
す
、
金
融
機
関
間
で
比
較
可
能
な

Ｋ
Ｐ
Ｉ
等
や
、
金
融
機
関
の
取
組
み
の
全
体
の
傾
向
、

取
組
事
例
等
の
公
表
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
金
融
機
関
が
掲
げ
る
顧
客
本
位
の
取
組
方
針
が
、

多
数
の
営
業
担
当
者
を
擁
し
て
需
要
を
掘
り
起
こ
す

「
プ
ッ
シ
ュ
」
型
と
い
わ
れ
る
営
業
体
制
下
で
実
現
可

能
か
ど
う
か
、
分
析
・
検
証
を
進
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
顧
客
本
位
の
良
質
な

金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
金
融
機
関
間

の
競
争
を
促
し
て
い
く
。

３　

家
計
に
お
け
る
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
の
促
進

　

こ
れ
ま
で
、
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
を
支
援
す

る
た
め
の
制
度
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
あ
っ
た
が
、
特
に
少
額
か
ら

の
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
を
強
く
後
押
し
し
て
い
く

た
め
、「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
の
創
設
が
決
定
さ
れ
、

本
年
一
月
か
ら
同
制
度
を
利
用
し
た
投
資
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。

　

こ
の
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
年
間
四
〇
万
円
を
上

限
と
し
て
行
う
積
立
投
資
に
つ
い
て
、
配
当
・
譲
渡
所

得
等
を
二
〇
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
非
課
税
と
す
る
制

度
で
あ
る
。
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
で
は
、
投
資
時

期
の
分
散
（
積
立
投
資
）
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
高
値
掴

み
等
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
投
資
対
象
の
分
散
に
よ
り

特
定
の
投
資
対
象
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
の
影
響
を
限
定

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
長
期
で
保
有
す
る
こ
と
に

よ
り
元
本
割
れ
の
可
能
性
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

金
融
庁
に
お
い
て
は
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
幅
広

く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
以
下
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

① 　

投
資
を
開
始
す
る
き
っ
か
け
を
身
近
な
場
で
得

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
か
ら
、
職
場
単
位
で
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

普
及
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
ず

は
、
金
融
庁
に
お
い
て
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

を
導
入
し
た
。
具
体
的
に
は
、
職
場
が
職
員
に
対

し
て
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
やiD

eC
o

の
制
度
、

口
座
申
込
手
続
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
ほ

か
、
職
場
で
金
融
・
投
資
教
育
を
受
け
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
対
面
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。
今
後
は
、
他
省
庁
・
地
方
自
治
体
、
さ
ら

に
は
民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
職
場
つ
み
た
て
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
が
普
及
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

② 　

ま
た
、
積
立
方
式
で
の
投
資
を
契
機
に
、
投
資

に
関
心
を
持
っ
た
層
に
対
し
て
身
近
な
場
で
投
資

教
育
を
行
う
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

職
場
で
の
活
用
に
重
点
を
置
い
た
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ

プ
教
材
の
作
成
な
ど
、
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
導
入
と
連
携
し
た
投
資
教
育
を
進
め
て
い
く
。

　

③ 　

さ
ら
に
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
普
及
に
当

た
っ
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

情
報
源
と
す
る
若
年
世
代
に
対
し
て
も
効
果
的
に

働
き
か
け
を
行
う
た
め
、
投
資
初
心
者
に
と
っ
て

有
益
な
意
見
や
情
報
を
発
信
し
て
い
る
個
人
ブ
ロ

ガ
ー
等
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
ほ
か
、

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
も
的
確
に
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
く
。

４　

退
職
世
代
等
に
対
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
の
検
討

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
世
帯
主
が
六
〇
歳
以
上
の
世

帯
が
家
計
金
融
資
産
の
六
割
以
上
を
保
有
し
、
金
融
資

産
の
ほ
か
に
も
住
宅
・
宅
地
な
ど
の
実
物
資
産
を
多
く

保
有
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
に
つ
い

て
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
控
除
し
た
金
融
純
資
産
を
み
る

と
、
一
、
〇
〇
〇
万
円
に
届
か
な
い
世
帯
が
半
数
近
く

を
占
め
て
い
る
。
他
方
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
送
っ

た
上
で
さ
ら
に
多
額
の
相
続
財
産
を
残
せ
る
よ
う
な
富

裕
層
も
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
退
職
世
代
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
平
均
寿
命
の
延
伸
傾
向
が
続
く
中
、
高
齢

者
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
不
安
な
く
ゆ
と
り
あ
る
生
活

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
適

し
た
資
産
の
運
用
と
取
崩
し
を
含
め
た
資
産
の
有
効
活

用
が
計
画
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
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る
。

　

ま
た
、
高
齢
投
資
家
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
販
売
会
社
に
お
け
る
態
勢
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
（
金

融
老
年
学
）
の
進
展
も
踏
ま
え
、
よ
り
き
め
細
か
な
高

齢
投
資
家
の
保
護
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
の
高
齢
化
率
は
世
界
の
中
で
も
最
も
高
い
水

準
と
な
っ
て
お
り
、
退
職
世
代
等
に
関
す
る
取
組
み
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
退
職
世
代
の
金
融
資

産
の
運
用
・
取
崩
し
を
ど
の
よ
う
に
行
い
、
幸
せ
な
老

後
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
金
融
業
は
ど
の
よ
う
な
貢
献

が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
の
知
見
も
活

用
し
つ
つ
、
検
討
を
進
め
る
。

三　

情
報
技
術
の
進
展
等
に
伴
っ
た
新
た
な
課

題
へ
の
対
応

１　

取
引
の
高
速
化
へ
の
対
応

　

情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
各
国
の
取
引

所
で
は
、
取
引
速
度
の
高
速
化
の
動
き
を
視
野
に
入
れ

た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
東
京
証

券
取
引
所
に
お
け
る
株
式
等
の
取
引
に
占
め
る
コ
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
か
ら
の
取
引
の
割
合
は
、
注
文
件

数
ベ
ー
ス
で
約
七
割
、
約
定
件
数
ベ
ー
ス
で
約
四
割
に

達
し
て
い
る
な
ど
、
わ
が
国
の
証
券
市
場
に
お
い
て
も

高
速
取
引
の
影
響
力
が
増
大
し
て
い
る
。

　

株
式
等
の
高
速
取
引
に
つ
い
て
は
、
市
場
に
流
動
性

を
供
給
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
一
方
で
、
市
場
の

安
定
性
や
効
率
性
、
投
資
家
間
の
公
平
性
、
中
長
期
的

な
企
業
価
値
に
基
づ
く
価
格
形
成
、
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱

性
等
の
観
点
か
ら
、
た
と
え
ば
、
市
場
で
の
イ
ベ
ン
ト

に
高
速
取
引
が
加
速
度
的
に
反
応
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

一
方
向
に
動
く
こ
と
で
、
市
場
を
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ

が
な
い
か
等
と
い
っ
た
懸
念
を
指
摘
す
る
声
が
存
在
す

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
欧
州
で
は
、
株
式
等
の
高
速
取
引
を

行
う
者
を
登
録
制
と
し
、
体
制
整
備
・
リ
ス
ク
管
理
義

務
や
当
局
に
対
す
る
情
報
提
供
義
務
を
導
入
す
る
こ
と

が
合
意
さ
れ
、
本
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
点
、

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
株
式
等
の
高
速
取
引
を
行
う

投
資
家
か
ら
当
局
や
取
引
所
が
直
接
情
報
を
収
集
す
る

枠
組
み
は
な
く
、
高
速
取
引
の
実
態
等
を
十
分
に
把
握

で
き
る
と
は
い
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
株
式

等
の
取
引
の
高
速
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
金
融
審
議

会
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
報
告
を
取
り
ま
と

め
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
昨
年
三
月
、
株
式
等
の
高
速

取
引
を
行
う
投
資
家
に
対
し
、
必
要
な
体
制
整
備
・
リ

ス
ク
管
理
義
務
を
課
し
た
上
で
、
当
局
が
そ
の
取
引
実

態
等
を
確
認
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
観
点
か
ら
、
株

式
等
の
高
速
取
引
を
行
う
投
資
家
に
対
す
る
登
録
制
の

導
入
の
ほ
か
、
以
下
の
措
置
を
含
む
金
融
商
品
取
引
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
成

立
し
た
（
二
〇
一
七
年
五
月
一
七
日
成
立
、
五
月
二
四

日
公
布
）。

　

①　

体
制
整
備
・
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
措
置

　

・　

取
引
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
管
理
・
運
営

　

・　

適
切
な
業
務
運
営
体
制
・
財
産
的
基
礎
の
確
保

　

・ 　
（
外
国
法
人
の
場
合
）
国
内
に
お
け
る
代
表
者

ま
た
は
代
理
人
の
設
置

　

②　

当
局
に
対
す
る
情
報
提
供
等
に
係
る
措
置

　

・ 　

株
式
等
の
高
速
取
引
を
行
う
こ
と
・
取
引
戦
略

の
届
出

　

・　

取
引
記
録
の
作
成
・
保
存

　

・ 　

当
局
に
よ
る
報
告
徴
求
・
検
査
・
業
務
改
善
命

令
等

　

③　

そ
の
他
の
規
定

　

・ 　

無
登
録
で
株
式
等
の
高
速
取
引
を
行
う
者
等
か

ら
証
券
会
社
が
取
引
を
受
託
す
る
こ
と
の
禁
止

　

・ 　

株
式
等
の
高
速
取
引
を
行
う
者
に
対
す
る
取
引

所
の
調
査

　

こ
の
金
融
商
品
取
引
法
改
正
を
受
け
、
以
下
の
内
容

を
含
ん
だ
政
令
・
内
閣
府
令
に
つ
い
て
昨
年
一
〇
月
二

四
日
か
ら
一
カ
月
間
意
見
公
募
手
続
を
実
施
し
た
上
で

一
二
月
二
七
日
に
公
布
し
た
。

　

ま
ず
、
改
正
金
融
商
品
取
引
法
で
高
速
取
引
行
為
の

定
義
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
部
そ
の
内
容
が
政

府
令
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
政
令
で
は
、

高
速
取
引
行
為
の
対
象
と
な
る
有
価
証
券
の
売
買
等
ま

た
は
そ
の
委
託
に
準
ず
る
行
為
と
し
て
、
有
価
証
券
の

売
買
等
に
係
る
運
用
行
為
等
を
規
定
し
、
内
閣
府
令
で

は
、
高
速
取
引
行
為
と
な
る
方
法
を
、
発
注
に
係
る
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サ
ー
バ
が
金
融
商
品
取
引
所
等
の
売
買
突
合
シ
ス
テ
ム

の
設
置
場
所
と
同
一
・
隣
接
・
近
接
す
る
場
所
に
所
在

し
、
か
つ
、
他
の
注
文
と
の
競
合
を
防
ぐ
仕
組
み
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
規
定
し
た
。

　

次
に
、
改
正
金
融
商
品
取
引
法
で
登
録
申
請
書
に
業

務
方
法
書
を
添
付
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
記
載

事
項
が
内
閣
府
令
に
委
任
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
内
閣

府
令
で
は
、
取
引
戦
略
の
類
型
等
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
責
任
者
・
業
務
管
理
責
任
者
等
を
規
定
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
金
融
商
品
取
引
法
で
は
、
高
速
取
引
行

為
者
の
登
録
拒
否
要
件
と
し
て
最
低
資
本
金
お
よ
び
純

財
産
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
額
は
政
令
に
委
任
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
政
令
で
は
最
低
資
本
金
額
を
一
、
〇
〇
〇

万
円
、
最
低
純
財
産
額
を
零
と
規
定
し
た
。

　

最
後
に
、
改
正
金
融
商
品
取
引
法
で
は
、
証
券
会
社

が
無
登
録
者
か
ら
高
速
取
引
行
為
を
受
託
す
る
こ
と
を

禁
止
し
、
さ
ら
に
禁
止
す
べ
き
そ
れ
に
準
ず
る
行
為
を

内
閣
府
令
に
委
任
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
内
閣
府
令
で

は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
管
理
を
十
分
に
行
う
た
め

の
措
置
を
適
正
に
講
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
高
速
取
引
行
為
者
か
ら
の
受
託
等
を
規
定

し
た
。

　

な
お
、
金
融
商
品
取
引
所
グ
ル
ー
プ
の
業
務
範
囲
の

柔
軟
化
等
に
つ
い
て
も
併
せ
て
、
政
府
令
を
公
布
し

た
。

　

改
正
金
融
商
品
取
引
法
は
、
こ
れ
ら
の
政
令
・
内
閣

府
令
の
改
正
と
と
も
に
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
。

２　

Ｉ
Ｃ
Ｏ

　

近
時
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
と
呼
ば
れ

る
新
た
な
資
金
調
達
が
増
加
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
は
、
電
子
的
に
ト
ー
ク
ン
（
証
票
）
を
発

行
し
、
公
衆
か
ら
資
金
調
達
を
行
う
行
為
の
総
称
と
さ

れ
て
お
り
、
現
状
で
は
、
①
ト
ー
ク
ン
が
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
権
等
を
表
象
す
る
も
の
、
②
ト
ー
ク
ン
は
何
の

権
利
も
表
象
せ
ず
、
人
気
投
票
の
票
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
利
用
す
る
も
の
、
③
ト
ー
ク
ン
が
収
益
分
配
権
を

表
象
す
る
も
の
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

　

海
外
の
当
局
は
、
こ
れ
ま
で
ⅰ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
禁
止
（
中

国
、
韓
国
）、
ⅱ
仮
想
通
貨
に
よ
る
出
資
で
あ
っ
て
も
出

資
持
分
が
証
券
ま
た
は
金
融
商
品
の
性
質
を
有
す
る
場

合
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
規
制
対
象
と
な
る
旨
を
明
確
化
（
米

国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
ⅲ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
リ
ス
ク
に
関
し
て

注
意
喚
起
（
英
国
）
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
へ
の
金
融
規
制
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
ト
ー
ク
ン
が
資
金
決
済
法
上
の
仮
想
通
貨

ま
た
は
法
定
通
貨
で
購
入
可
能
で
あ
り
、
か
つ
流
通
市

場
で
転
売
で
き
る
場
合
に
は
、
資
金
決
済
法
の
対
象
と

な
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
投
資
と
し
て
の
性
格
を
持
つ

場
合
、
仮
想
通
貨
に
よ
る
購
入
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的

に
法
定
通
貨
で
の
購
入
と
同
視
さ
れ
る
ス
キ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
金
融
商
品
取
引
法
の
規
制
対
象
と
な
る
。

　

金
融
庁
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
ト
ー
ク

ン
を
購
入
す
る
際
に
は
、
価
格
の
急
落
や
、
約
束
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
等
が
実
際
に
は
提
供
さ
れ
な
い
な
ど
の
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
利
用
者
に
対
し
て
、

ト
ー
ク
ン
購
入
時
の
注
意
事
項
を
示
す
と
と
も
に
、
事

業
者
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
は
、
資

金
決
済
法
や
金
融
商
品
取
引
法
等
の
規
制
対
象
と
な
る

旨
の
注
意
喚
起
文
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
）
を

公
表
し
た
。

四　

金
融
・
資
本
市
場
の
機
能
向
上

１　

金
融
・
資
本
市
場
の
点
検

　

金
融
庁
は
、
こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
全
体
の
資
金
の
流

れ
を
最
適
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
金
融
・
資
本
市

場
の
質
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ

ら
の
市
場
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
る
か
に
つ

い
て
点
検
し
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
金
融
・
資
本
市
場
に
お
け
る
各
主
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
る
か
の
観
点
と
、

株
式
市
場
、
社
債
市
場
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
供
給
を
必
要
と
す
る
市
場
と
い
っ
た
各
市
場

が
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
て
い
る
か
の
観
点
か
ら
点
検

を
行
い
、
そ
の
上
で
、
金
融
・
資
本
市
場
の
機
能
向
上

に
向
け
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

２　

社
債
市
場
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組
み

　

投
資
家
や
発
行
体
、
仲
介
者
が
、
活
発
に
証
券
取
引

に
参
加
し
て
い
く
た
め
に
は
、
証
券
取
引
の
基
盤
と
し



─ 65 ─

2018. 1. 5 商事法務No.2155

て
、
安
全
か
つ
利
便
性
の
高
い
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の

存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
従
来
か
ら
証
券
の
決
済
期
間
短

縮
化
に
向
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
債
の

決
済
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
約
定
日
か
ら
二
日
後
（
Ｔ

＋
二
）
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
年
五
月
一
日
か

ら
は
一
日
後（
Ｔ
＋
一
）
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

市
場
関
係
者
間
に
お
い
て
総
合
運
転
試
験
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、
実
現
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
株
式
・
社
債
等
の
決
済
に
つ
い
て
も
、
現
在
約

定
日
か
ら
三
日
後
（
Ｔ
＋
三
）
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

来
年
四
月
ま
た
は
五
月
に
Ｔ
＋
二
化
を
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
証
券
取
引
に
お
け
る
決
済
期
間
の
短

縮
化
は
、
決
済
リ
ス
ク
の
削
減
や
市
場
の
効
率
性
向
上

等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
金
融
庁
と
し
て
こ

う
し
た
取
組
み
の
着
実
な
実
施
を
促
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
総
合
取
引
所
に
つ
い
て
は
、
市
場
参
加
者
の

利
便
性
の
向
上
や
わ
が
国
の
取
引
所
の
国
際
競
争
力
の

強
化
と
い
っ
た
観
点
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
可
及
的

す
み
や
か
な
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

３　

店
頭
Ｆ
Ｘ
業
者
の
決
済
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
国
際
的
に
金
融
規
制
の

見
直
し
が
進
む
中
、
金
融
取
引
の
清
算
・
決
済
等
を
担

う
金
融
市
場
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
決
済
リ
ス

ク
の
管
理
を
強
化
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
国
際
決
済
銀

行
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
お
よ
び
証
券
監
督
者
国
際
機
構
（
Ｉ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
に
お
い
て
、「
金
融
市
場
イ
ン
フ
ラ
の
た
め
の

原
則
（
Ｆ
Ｍ
Ｉ
原
則
）」
が
定
め
ら
れ
、
現
在
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
当
該
原
則
に
基
づ
く
態
勢
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
店
頭
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
（
店
頭
Ｆ
Ｘ
取

引
）
市
場
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
金
融
規

制
の
直
接
の
対
象
で
は
な
い
も
の
の
、
わ
が
国
で
は
足

元
で
そ
の
年
間
取
引
規
模
が
五
、
〇
〇
〇
兆
円
程
度
ま

で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
る
と
、
仮
に
店
頭

Ｆ
Ｘ
業
者
が
破
綻
す
れ
ば
、
顧
客
や
カ
バ
ー
取
引
先
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
ほ
か
、
外
国
為
替
市
場
や
金
融
シ

ス
テ
ム
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス

ク
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
決
済
リ

ス
ク
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
金
融
資
本
市
場
に
お
け

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
す
る
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
現
行
の
店
頭
Ｆ
Ｘ
業
者
の
決
済
リ
ス
ク
の
管
理

が
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
た
め
、
有
識
者
検
討
会
を
設
置
し
、
関
係
者
や
学

識
経
験
者
な
ど
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
幅
広
く
検
討

を
進
め
て
い
く
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
金
融
・
資
本
市
場
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
課

題
に
つ
い
て
、
金
融
庁
の
取
組
み
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
申
し
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
本
年
も
透

明
・
公
正
か
つ
活
力
あ
る
金
融
・
資
本
市
場
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
、
関
係
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

（
小こ

森も
り

卓た
く

郎お

）

金
融
庁
総
務
企
画
局
市
場
課
長


